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正
時
の
ミ
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に
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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
法
改
正
時
の
ミ
ス
に
よ
り
既
存
の
条
項
と
罰
則
が
対
応
し
な
い
状
態
等
が
生
じ
て
い
る

こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
摘
発
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

号
）
第
百
四
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
事
例
及
び
同
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
し

て
「
告
発
さ
れ
た
事
例
」
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

「
改
正
案
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
同
項
の
表
示
義
務
規
定
違
反
が
あ
っ
た
場
合
、
現
状
で
は
罰
則
の
適
用
は
法
的
に
な

さ
れ
な
い
」
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
、
司
法
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
七
十
二
条
の
虚
偽
告
訴
等
の
罪
は
、
人
に
刑
事
又
は
懲
戒
の
処

分
を
受
け
さ
せ
る
目
的
で
、
虚
偽
の
告
訴
、
告
発
そ
の
他
の
申
告
を
し
た
場
合
に
成
立
し
得
る
が
、
犯
罪
の
成
否
に
つ
い
て

は
、
捜
査
機
関
が
収
集
し
た
証
拠
に
基
づ
い
て
個
々
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ



 

２ 

 

と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

内
閣
が
第
二
百
四
回
国
会
に
提
出
し
た
法
律
案
（
第
二
百
三
回
国
会
に
お
い
て
継
続
審
査
と
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
及

び
条
約
に
つ
い
て
、
条
文
及
び
参
考
資
料
（
要
綱
、
新
旧
対
照
表
及
び
参
照
条
文
）
等
に
相
次
い
で
誤
り
が
判
明
し
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
各
府
省
庁
に
お
い
て
、
今
回
の
誤
り
が
起
き
た
原
因
の
徹
底
究
明
と
再
発
防
止
策
の
検
討
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
内
閣
官
房
副
長
官
補
、
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
二
名
、
内
閣
法
制
次
長
、
内
閣
法
制
局
総

務
主
幹
、
総
務
省
行
政
管
理
局
長
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
長
、
各
府
省
庁
等
大
臣
官
房
長
及
び
国
立
印
刷
局
理
事

長
の
計
二
十
七
名
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
法
案
誤
り
等
再
発
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
は
、
再
発
防
止
に
向

け
て
、
各
府
省
庁
共
通
の
課
題
を
抽
出
し
、
府
省
庁
横
断
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
際
に
法
令
の
立
案
作
業

や
文
書
審
査
業
務
を
行
う
実
務
担
当
者
な
ど
の
現
場
の
視
点
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

積
極
的
に
活
用
す
る
形
で
業
務
の
進
め
方
を
見
直
し
て
い
く
と
の
観
点
に
立
っ
て
、
実
効
性
の
あ
る
再
発
防
止
策
を
議
論
し

て
い
る
。 


